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「
ど
う
し
て
何
度
言
っ
て
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
」
と

悩
ん
だ
り
、
も
っ
と
子
ど
も
を
ほ
め
た
い
の
に
、
悪
い
と
こ

ろ
ば
か
り
が
目
に
付
く
こ
と
が
多
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昨

日
ま
で
の
子
育
て
に
、
少
し
だ
け
コ
ツ
を
プ
ラ
ス
す
る
と
、

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
悩
み
を
持

っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ち
ょ
っ
と
楽
に
な
る
子

育
て
の
コ
ツ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

「
今
年
も
笠
間
の
栗
」

先
般
、J
A
常
陸 

栗
部
会
の
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

部
会
員
は
2
0
8
名
、当
日
の
出
席
者
は
1
2
8
名
で
、

生
産
者
、
J
A
、
市
場
関
係
者
、
行
政
等
の
参
加
で
あ
り

ま
す
。
会
場
に
出
席
し
て
い
る
生
産
者
の
目
は
真
剣
そ
の

も
の
で
あ
り
、
関
係
者
の
勢
い
を
感
じ
ま
し
た
。

部
会
員
の
う
ち
令
和
４
年
新
規
加
入
者
は
12
名
も
い
る

そ
う
で
、
各
団
体
で
会
員
が
減
少
し
て
い
る
中
で
か
な
り

珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
。

栗
栽
培
に
対
す
る
期
待
で
も
あ
り
ま
す
。

出
席
者
か
ら
は
、「
品
質
向
上
」、「
地
産
地
消
」、「
日

本
一
」
な
ど
力
強
い
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
生
産
規
模

の
拡
大
に
あ
た
り
、
令
和
４
年
度
に
市
の
補
助
制
度
を
活

用
し
た
方
は
35
件
、面
積
に
す
る
と
約
10・5
ha
で
あ
り
、

現
状
か
ら
生
産
規
模
を
拡
大
す
る
方
や
新
規
参
入
者
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
生
産
の
一
番
の
課
題
は
、
栗
拾
い
で
あ
り
ま

す
。
人
的
作
業
が
中
心
で
す
が
、
今
後
は
機
械
化
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
取
り
組
み

で
す
が
、
県
や
民
間
企
業
と
協
力
し
、
栗
拾
い
の
機
械
開

発
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
今
年
こ
そ
実
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
笠
間
＝
栗
」 

日
本
一
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

栗拾いの様子

●問・●申  こども育成支援センター　　TEL.0296-73-4721　
mail：kodomosien@city.kasama.lg.jp

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【日　時】①６/２（金）  ②６/16（金）  ③７/７（金）  ④７/21（金）
　　　　⑤８/４（金）  ⑥８/18（金）  ⑦９/１（金）  ⑧９/15（金）
　　　　※全８回　時間：午後１時～午後２時30分

【対　象】市内在住、小学生の保護者で、全８回すべて参加できる方
【定　員】６名（面接の上決定させていただきます）
【参加費】無料
【申込方法】窓口で直接、または電話、メールでお申し込みください。
【申込期限】５月22日（月）

コツ

行動の
客観的観察

好ましい
行動

親の養育の
自信　　　

好ましい
行動　　

ほめる　
達成感　

子の自信
意欲　　　

コツを
プラスすると…

コツ

コツ

コツ

コツ

＊悪循環を好循環に変えていきましょう！



お知らせ

●窓口延長サービス

●SNS

●６月の休日救急診療当番（9:00～17:00）

日曜日：市役所本所　8:30～12:00　市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）

最新の情報は
市公式SNSで
チェック！

※平日夜間19:00～21:00（土曜日・祝日・年末年始を除く）は笠間市立病院で
　初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合がありますので電話確認の上、受診してください。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは以下をご利用ください。
　24時間365日対応です。
　子ども救急電話相談  短縮ダイヤル #8000  または TEL.050-5445-2856
　おとな救急電話相談  短縮ダイヤル #7119  または TEL.050-5445-2856

※年末年始（12月29日～１月３日）を除く　　※上記以外の窓口の延長は行っていません。

毎週日曜 笠間市立病院 TEL.0296-77-0034

メールマガジン
かさめ～る

3 目次・お知らせ　広報かさま 2023年５月号

［表紙］
　入庁２年目をむかえた笠間市職
員を撮影しました。
　それぞれの分野で日々業務に励
んでいます。

No.206
2023年５月号

Contents

［題字］

関
せき

　紫
し

芳
ほう

さん（書作家／大古山在住）

  8	 まちおこしのスパイス

  9	 からだと向き合う

10	 情報しっとく日和
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21	 HOT PEOPLE
	 最近のまちの話題をお届けします

22	 コンデキ
	 こんな出来事ありました
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中な
か
む
ら村

　
太だ

い
ち地 

さ
ん

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
陸
上

2
0
1
8
」
砲
丸
投
に
お
い
て
日

本
新
記
録
を
樹
立
。
永
き
に
わ
た

り
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
、
昨
年
11
月
に
18
年
間

に
及
ぶ
陸
上
競
技
を
引
退
。

 

市い
ち
む
ら村

　
博ひ

ろ
ゆ
き之 

さ
ん

笠
間
市
議
会
議
員（
平
成
４
年

～
）。
29
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

議
員
と
し
て
市
政
の
振
興
・
発
展

に
大
き
く
貢
献
。

藤ふ
じ
え
だ枝

　
浩ひ

ろ
し 

さ
ん

笠
間
市
議
会
議
員（
平
成
16
年

（
友
部
町
議
会
議
員
と
し
て
就
任
）

～
）。
18
有
余
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
議
員
と
し
て
市
政
の
振
興
・

発
展
に
大
き
く
貢
献
。

小こ
ま
つ
ざ
き
松
﨑
　
均ひ

と
し 

さ
ん

笠
間
市
議
会
議
員（
平
成
26
年

～
）。
８
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

議
員
と
し
て
市
政
の
振
興
・
発
展

に
大
き
く
貢
献
。

吹ふ
き
の野

　
健け

ん
じ司 

さ
ん

笠
間
市
農
業
委
員（
平
成
16
年
～

令
和
４
年
）。
12
有
余
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
茨
城
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
会
長
理
事
も
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
地
域
農
業
振
興
に
大
き

く
貢
献
。

篠し
の
ざ
き﨑

　
和か

ず
の
り則 

さ
ん

笠
間
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

（
平
成
21
年
～
）。
14
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
市
政
の
振
興
・
発
展
に

大
き
く
貢
献
。

荒あ
ら
い井

　
安や

す
こ子 

さ
ん

笠
間
市
水
道
運
営
審
議
会
委
員

（
平
成
18
年
～
令
和
４
年
）。
16
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
水
道
事
業
の

運
営
や
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

小お
じ
ま嶋

　
敏と

し
こ子 

さ
ん

笠
間
市
水
道
運
営
審
議
会
委
員

（
平
成
18
年
～
令
和
４
年
）。
16
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
水
道
事
業
の

運
営
や
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

故 

久く
ぼ
た保田

　
滿み

つ
こ子 

さ
ん

笠
間
市
水
道
運
営
審
議
会
委
員

（
平
成
18
年
～
令
和
４
年
）。
16
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
水
道
事
業
の

運
営
や
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

菅す
が
や谷

　
文ふ

み
ひ
こ
比
古 

さ
ん

笠
間
市
水
道
運
営
審
議
会
委
員

（
平
成
22
年
～
令
和
４
年
）。
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
水
道
事
業
の

運
営
や
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

大お
お
し
ま嶋

　
惠け

い
こ子 

さ
ん

笠
間
市
下
水
道
審
議
会
委
員（
平

成
22
年
～
令
和
４
年
）。
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
下
水
道
事
業
の

運
営
や
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

川か
わ
か
み上

　
由ゆ

み
こ美子 

さ
ん

笠
間
市
下
水
道
審
議
会
委
員（
平

成
22
年
～
令
和
４
年
）。
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
下
水
道
事
業
の

運
営
や
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

秋あ
き
や
ま山

　
省せ

い
こ子 

さ
ん

笠
間
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員

（
平
成
13
年
～
令
和
４
年
）。
20
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
専
門
性
と
客

観
性
の
担
保
に
努
め
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

久く
め米

　
郷さ

と
こ子 

さ
ん

笠
間
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員

（
平
成
19
年
～
令
和
３
年
）。
約
14

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
専
門
性
と

客
観
性
の
担
保
に
努
め
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

塩し
お
は
た畑

　
泰や

す
こ子 

さ
ん

笠
間
市
人
権
擁
護
委
員（
平
成
19

年
～
令
和
４
年
）。
15
有
余
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
人
権
に
関
す
る

相
談
や
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
な
ど

社
会
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

芥あ
く
た
が
わ川

　
麗れ

い
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
10
年

～
令
和
４
年
）。
24
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

内う
ち
お
け桶

　
正ま

さ
お夫 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）。
12
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

海え
び
さ
わ
老
澤
　
淳じ

ゅ
ん
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
13
年

～
令
和
４
年
）。
21
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

岡お
か
の野

　
トと

く
こク子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
13
年

～
令
和
４
年
）。
21
年
の
永
き
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
及
び
民

生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

岡お
か
の野

　
博ひ

ろ
ゆ
き之 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
13
年

～
令
和
４
年
）。
21
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

栗く
り
は
ら原

　
博ひ

ろ
し 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）。
12
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

小こ
す
げ菅

　
君き

み
え枝 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
13
年

～
令
和
４
年
）。
21
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

菅す
が
や谷

　
幸ゆ

き
お夫 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）。
12
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

鈴す
ず
き木

　
進し

ん
い
ち一 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
18
年

～
令
和
４
年
）。
16
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

鈴す
ず
き木

　
太た

か
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）。
12
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

竹た
け
だ田

　
和か

ず
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）。
12
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

武た
け
だ田

　
富と

み
お雄 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

令
和
４
年
度
　
笠
間
市
表
彰

・
特
別
功
労
表
彰　
　
　

１
名

・
自
治
功
労
表
彰　
　
　

４
名

・
一
般
表
彰　

個
人　
　

51
名

・
一
般
表
彰　

団
体　

３
団
体　

日
　
時
：
令
和
５
年
３
月
19
日（
日
）
　
午
前
10
時
30
分
～

場
　
所
：
笠
間
市
役
所
本
所 

教
育
棟
２
階
２
︲
１
、
２
︲
２
会
議
室

　
市
民
又
は
本
市
に
関
係
あ
る
個

人
若
し
く
は
団
体
の
う
ち
、学
術
、

芸
術
、
文
化
、
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ

等
の
分
野
に
お
い
て
特
に
顕
著
な

成
果
を
上
げ
、
市
の
名
声
を
高
め

ら
れ
た
方

　
就
任
に
つ
い
て
公
職
選
挙
法
及

び
こ
れ
を
準
用
す
る
選
挙
又
は
市

議
会
の
選
挙
若
し
く
は
同
意
に
よ

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
本
市
の
特

別
職
で
永
く
つ
と
め
ら
れ
た
方
　

次
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
方

・
地
方
自
治
の
進
展

・
社
会
福
祉
の
増
進
又
は
民
生
の

安
定

・
環
境
又
は
保
健
衛
生
の
充
実
、

向
上

・
産
業
の
振
興
開
発

・
教
育
、
文
化
又
は
体
育
の
向
上

・
治
安
の
維
持
又
は
災
害
の
防
止

・
市
の
公
益
の
た
め
1
0
0
万
円

以
上
の
金
品
を
寄
附

特
別
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰

一
般
表
彰
　
個
人
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～
令
和
４
年
）。
12
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

田た
な
か中

　
綠み

ど
り子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
７
年

～
令
和
４
年
）。
27
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

常と
こ
い井

　
滋し

げ
る 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
12
年

～
令
和
４
年
）。
22
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

故 

南な
じ
わ
ら
指
原
　
淑と

し
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
13
年

～
令
和
４
年
）。
21
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

生な
ば
た
め
天
目
　
純す

み
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
19
年

～
令
和
４
年
）。
15
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

長は
せ
が
わ
谷
川
　
悦え

つ
こ子 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
10
年

～
令
和
４
年
）。
24
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

前ま
え
か
わ川

　
幸ゆ

き
お夫 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）
と
し
て
12
年
、
笠

間
市
人
権
擁
護
委
員（
平
成
22
年

～
令
和
４
年
）
と
し
て
12
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進

及
び
民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

宮み
や
も
と本

　
や
す
子こ 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
13
年

～
令
和
４
年
）。
21
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

横よ
こ
ぼ
り堀

　
松ま

つ
じ
ゅ壽 

さ
ん

民
生
委
員
児
童
委
員（
平
成
19
年

～
令
和
４
年
）。
15
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び

民
生
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
。

安あ
み見

　
珠た

ま
こ子 

さ
ん

平
成
18
年
以
降
、
自
然
観
察
会
や

野
草
・
花
木
観
察
な
ど
数
々
の
講

師
を
務
め
、
環
境
意
識
の
高
揚
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
茨
城
植

物
研
究
会
な
ど
多
数
の
研
究
会
に

所
属
し
、
永
き
に
わ
た
り
本
市
の

環
境
保
全
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

増ま
す
ぶ
ち渕

　
昇の

ぼ
る 

さ
ん

平
成
16
年
に
市
民
団
体
で
あ
る

「
と
も
べ
環
境
を
考
え
る
会
」に
入

会
、
平
成
21
年
に
は「
ビ
オ
ト
ー

プ
天
神
の
里
を
作
る
会
」
発
足
時

か
ら
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
永

き
に
わ
た
り
本
市
の
環
境
保
全
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
。

三み
む
ら村

　
拓た

く
じ
ろ
う
次
郎 

さ
ん

平
成
19
年
に
笠
間
市
不
法
投
棄
防

止
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
と
し
て

就
任
以
来
、
永
き
に
わ
た
り
地
域

の
環
境
保
全
及
び
不
法
投
棄
の
未

然
防
止
活
動
に
大
き
く
貢
献
。

安あ
ん
ど
う藤

　
仁ひ

と
し 

さ
ん

学
校
歯
科
医（
平
成
11
年
～
）。

約
23
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
歯
科
医
と
し

て
、
本
市
の
学
校
保
健
の
振
興
・

発
展
に
大
き
く
貢
献
。

故 

伊い
と
う藤

　
幸ゆ

き
お夫 

さ
ん

学
校
歯
科
医（
平
成
10
年
～
令
和

４
年
）。
約
24
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
歯

科
医
と
し
て
、
本
市
の
学
校
保
健

の
振
興
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

稲い
な
ば葉

　
治は

る
き樹 

さ
ん

嘱
託
医（
平
成
9
年
～
）。
約
25
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
医
師
と
し
て
、
学
校

医
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
医

療
の
振
興・発
展
に
大
き
く
貢
献
。

太お
お
た田

　
祐ゆ

う
い
ち一 

さ
ん

学
校
医（
昭
和
63
年
～
）。
約
33
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
医
師
と
し
て
、
学
校

保
健
の
振
興
に
取
り
組
み
、地
域

医
療
の
振
興・発
展
に
大
き
く
貢
献
。

菅す
が
や谷

　
悦え

つ
こ子 

さ
ん

学
校
薬
剤
師（
平
成
15
年
～
）。

約
19
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
薬
剤
師
と
し

て
、
学
校
保
健
の
振
興
に
取
り
組

み
、
本
市
の
保
健
衛
生
の
振
興
・

発
展
に
大
き
く
貢
献
。

加か
さ
み佐見

　
彩い

ろ
は花 

さ
ん

篠し
の
だ田

　
華か

お央 

さ
ん

塚つ
か
の野

　
凜り

ん
か香 

さ
ん

富と
み
た田

　
愛あ

げ
は華羽 

さ
ん

公
益
財
団
法
人
統
計
情
報
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
第
69
回
統
計

グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
数

の
応
募
の
中
か
ら
、
４
人
の
作
品

で
あ
る「
主
役
は
、
タ
ブ
レッ
ト
端

末
？
そ
れ
と
も
わ
た
し
？
学
ぶ
力

っ
て
何
だ
ろ
う
？
親
の
目
！
子
の

目
！
」
が
石
橋
信
夫
賞
（
パ
ソ
コ
ン

統
計
グ
ラ
フ
の
部
特
選
）を
受
賞
。

赤あ
か
つ津

　
み
や
び 

さ
ん

J
A
共
済
連
主
催
の「
第
65
回
全

国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」

半
紙
の
部
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
応
募
の
中
か

ら
、
大
賞
に
あ
た
る
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
。

谷た
に
ぐ
ち口

　
仁ひ

と
み美 

さ
ん

J
A
共
済
連
主
催
の「
第
65
回
全

国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」

条
幅
の
部
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
応
募
の
中
か

ら
、
大
賞
に
あ
た
る
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
。

長な
が
ほ
り堀

　
奏か

な
で音 

さ
ん

J
A
X
A
主
催
の「
令
和
３
年『
宇

宙
の
日
』
記
念
行
事 

全
国
小
・
中

学
生
作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
作

文
の
部・
小
学
生
部
門
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
応

募
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
者
の
中

で
も
最
上
位
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ

賞
を
受
賞
。

烏う
が
わ川

　
愛あ

い
か加 

さ
ん

令
和
４
年
12
月
、
石
川
県
金
沢

市
で
開
催
さ
れ
た「
第
31
回
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
」
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
に
出
場

し
、
昨
年
度
に
つ
づ
き
、
２
大
会

連
続
で
優
勝
。

大お
お
ぬ
ま沼

　
和か

ず
ひ
こ彦 

さ
ん

令
和
４
年
６
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア・

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

パ
ラ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ 

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
会
」

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
初

優
勝
。

佐さ
と
う藤

　
風ふ

う
が雅 

さ
ん

令
和
４
年
７
月
、
米
国
オ
レ
ゴ

ン
州
で
開
催
さ
れ
た「
第
18
回

世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
オ

レ
ゴ
ン
2
0
2
2
」
に
お
い
て
、

「
4
0
0
m
」
と「
４
×
4
0
0
m

リ
レ
ー
」に
日
本
代
表
と
し
て
出
場

を
果
た
し
た
。「
４
×
4
0
0
m
リ

レ
ー
」で
は
、
第
１
走
者
と
し
て
ア

ジ
ア
新
記
録
・
日
本
新
記
録
の
樹

立
に
貢
献
し
、
第
４
位
入
賞
。

杉す
ぎ
た田

　
元げ

ん
い
ち
ろ
う

一
郎 

さ
ん

令
和
４
年
７
月
、
台
湾
台
南
市
で

開
催
さ
れ
た「
第
６
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ 

U
―
12
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
」に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
。

田た
な
か中

　
一か

ず
お夫 

さ
ん

笠
間
市
立
岩
間
図
書
館
の
資
料
購

入
や
笠
間
市
立
宍
戸
小
学
校
の
教

育
振
興
の
た
め
、
多
大
な
寄
附
を

さ
れ
た
。

故 

米よ
ね
か
わ川

　
喜き

ぞ
う三 

氏 

ご
遺
族　

永
き
に
わ
た
り
教
員
そ
し
て
書
家

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
故 

米
川
喜

三
氏
の
ご
遺
族
が
、
本
市
の
教
育

振
興
の
た
め
、
多
大
な
寄
附
を
さ

れ
た
。

田
上
神
社
氏
子
会

代
表
　
入い
り
え江

　
通み
ち
ひ
ろ弘 

さ
ん

会
員
を
中
心
に
、
30
年
以
上
に

わ
た
っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
見
回
り
や
市
指
定
天
然
記
念

物
カ
タ
ク
リ
群
生
地
の
枯
れ
枝
・

雑
草
の
撤
去
な
ど
の
作
業
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。
群
生
地
は
約

1
4,
0
0
0
㎡
ま
で
広
が
り
、

吾
国
愛
宕
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

中
心
と
し
た
美
し
い
景
観
づ
く
り

と
、
本
市
の
観
光
振
興
に
大
き
く

貢
献
。

笠
間
市
立
友
部
小
学
校

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部

令
和
４
年
７
月
、
福
島
県
白
河

郡
西
郷
村
で
開
催
さ
れ
た「
第

19
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

J
G
T
O
カ
ッ
プ
全
国
大
会
in
西

郷
村
」に
お
い
て
優
勝
。

笠
間
市
立
北
川
根
小
学
校

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部

令
和
４
年
７
月
、
福
島
県
白
河

郡
西
郷
村
で
開
催
さ
れ
た「
第

19
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

J
G
T
O
カ
ッ
プ
全
国
大
会
in
西

郷
村
」に
お
い
て
準
優
勝
。

一
般
表
彰
　
団
体



ま
ち
お
こ
し
の
ス
パ
イ
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
で
、
都
市
部
の
意
欲
あ
る

人
材
が
地
方
へ
移
住（
最
長
３
年
）し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

有機農業の師匠である涌
わくい

井義
よしろう

郎さんに
教わりながら取り組んだハウスづくり

栗の剪定作業にチャレンジ

「友部コモンズ農園」で開催された「大豆収穫＆脱穀体験」に
ご参加いただいた皆さん

茨城大学農学部の学生の農業研修を涌井さんと
コーディネート

六所神社でその成り立ちの講話を聞きました

8広報かさま 2023年５月号　まちおこしのスパイス

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
髙
山

で
す
。
私
が
笠
間
市
に
移
住
し
て
か
ら
の
１
年

間
、
沢
山
の
素
敵
な
出
会
い
に
支
え
ら
れ
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
１
年
間
の
笠

間
で
の
素
敵
な
出
会
い
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

①
栗
の
栽
培
や
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
家
の

　
皆
さ
ん

農
作
業
に
参
加
し
た
り
、
お
話
を
伺
っ
た
り

す
る
中
で
、
親
身
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
、
農
機

具
を
お
借
り
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
で

の
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
支
え
も
あ
り
私
自
身
成
長

で
き
、
や
り
た
い
こ
と
を
次
々
と
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
農

家
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
、
農
業
で
の
自
立
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
実
践
と
学
び
に
努
め
ま
す
。

②
相
談
を
受
け
た
新
規
就
農
希
望
者
の
皆
さ
ん

こ
の
１
年
間
で
、
市
外
、
県
外
か
ら
笠
間
に

移
住
し
、
新
た
に
農
業
を
始
め
て
み
た
い
と
い

う
方
の
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く

の
方
が
私
と
同
じ
よ
う
に
、
自
然
あ
ふ
れ
る
笠

間
で
自
給
自
足
の
農
村
暮
ら
し
を
目
指
し
て
い

て
、
共
通
し
た
考
え
を
持
つ
方
々
と
の
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
こ
で

の
ご
縁
を
大
切
に
、
農
村
暮
ら
し
を
考
え
て
い

る
方
々
の
相
談
に
乗
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
皆

　
さ
ん

私
が
お
手
伝
い
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園

「
友
部
コ
モ
ン
ズ
農
園
」
で
は
、
昨
年
７
月
に
整

備
を
は
じ
め
、
大
豆
播は

し
ゅ種（
７
月
）、
枝
豆
収
穫

&
火
起
こ
し
体
験（
10
月
）、
大
豆
収
穫
&
脱
穀

体
験（
12
月
）、
唐と

う
み箕
体
験（
２
月
）
と
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち

の
ほ
か
、
市
外
や
県
外
の
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
参
加

が
き
っ
か
け
で
、
共
に
農
園
を
作
る
仲
間
も
増
え

ま
し
た
。
今
年
は
農
園
の
規
模
を
拡
大
し
、
有
機

で
の
多
品
種
栽
培
に
挑
戦
し
ま
す
。
今
後
も
多
く

の
方
に
農
園
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
農
村
暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
仲
間
を
増
や
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
敵
な
出
会
い
を
大
切
に
し
、
私

自
身
が
笠
間
に
定
住
し
、
農
村
暮
ら
し
を
目
指
す

と
と
も
に
、
移
住
し
て
就
農
を
希
望
す
る
方
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●問　企業誘致・移住推進課（内線592）

フェイスブックも
ご覧ください

素敵な出会いとともに、
笠間で目指す農村暮らし

髙
たかやま

山　健
けん

 隊員 28歳　千葉県柏市から移住



からだと
向き合う

かさま健活スタイル 月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり
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●問　健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

５月の強化項目

挑戦！『禁煙』

毎月22日（スワン・スワン）は禁煙の日です。
禁煙をするきっかけにしましょう。

●問　健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

新規事業のご紹介

生殖補助医療費等助成事業

フッ化物洗口事業

　令和４年４月から、体外受精・顕微授精等の「生殖補助医療」や人工授精等の「一般不妊治療」が保険適用となり、医
療機関窓口での治療費負担の軽減や、高額療養費制度などの保険診療によるメリットが受けられるようになりました。
　市では、妊娠・出産を望む方が安心して不妊治療を開始・継続できるよう、治療にかかる費用の一部を助成する「笠
間市生殖補助医療費等助成事業」を、令和５年４月から開始しました。
　対象となる方や治療ごとの助成金額は以下のとおりです。詳細はお問い合わせください。

【対象となる治療】　
　令和４年４月１日以降に開始した治療（保険診療、自由診療どちらも対象です。）

【対象者】
・法律上の婚姻をしている夫婦または事実婚関係にある方
・夫または妻のいずれか一方が、笠間市に１年以上住所を有していること
・治療の開始日における妻の年齢が43歳未満であること
・市税を完納していること

【助成金額】
①生殖補助医療：１回につき上限額20万円
　※40歳未満は６回まで、40歳以上43歳未満は３回まで。
②一般不妊治療：１年度につき上限額５万円
③男性不妊治療：１回につき上限額５万円 　※①の治療の過程で実施した治療に限ります。

【申請期限】
　原則として、治療が終了した日から60日以内または年度の末日のどちらか早い日。
　※令和５年３月31日までに終了した治療については、令和５年度中に限り申請することができます。

令和５年度の新規事業として、市内の幼稚園や保育園等に登園する４・５歳児を対象としたフッ化物
洗口事業を開始します。

フッ化物洗口とは、フッ化物の洗口液でブクブクうがいを行う方法で、登園時に実施します。歯が生えた後に歯の表
面からフッ化物を作用させる局所応用法の一つで、他にはフッ化物配合歯みがき剤、フッ化物歯面塗布があります。

幼稚園や保育園等に通う年齢は、乳歯のむし歯が急に増えてくる時期と永久歯が生え始める時期が重なるため、むし
歯予防が重要となります。

この時期に歯質を強化するフッ化物で洗口を行い、歯みがきや規則正しい食生活と組み合わせてむし歯を予防するこ
とが、一生使う永久歯を守り、生涯を通じた歯と口腔の健康づくりの基本となります。

フッ化物を活用したむし歯予防対策は、第２次笠間市健康づくり計画（歯科保健計画）において重点事業に掲げており、
幼児健康診査時のフッ化物歯面塗布とともに推進していきます。



※イベント等は、新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・中止となる場合があります。

情報しっとく日和
知って得する暮らしの情報を紹介します。

気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時　　　場所　　　料金　　　問い合わせ　　　申し込み問

猪熊弦一郎
《飛ぶ日のよろこび》1993年

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館蔵 Ⓒ公益財団法⼈ミモカ美術振興財団　
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　猪熊弦一郎の作品の魅力を紹介した絵本『いのくまさん』
をもとにした、大人から子どもまで楽しめる展覧会です。

６月25日（日）まで
休館日：毎週月曜日　※ただし５月１日（月）は開館
　　　　午前９時30分から午後５時まで
　　　　（入場は午後４時30分まで）
問 茨城県近代美術館（水戸市千波町東久保 666-1）

一般 1,000円／満70歳以上 500円／
　 高大生 730円／小中生 370円

※土曜日は高校生以下無料 
※障害者手帳・指定難病特定医療費受給者証等を持参

の方は無料 
※６月10日（土）は満70歳以上の方は無料
茨城県近代美術館　TEL.029-243-5111

　市ホームページには、１か月あたりのべ約15万件のア
クセスがあり、さまざまな方への周知が期待できます。
　申し込みは随時受け付けています。掲載を希望される場
合は「笠間市有料広告掲載申込書」を秘書課に提出してく
ださい。
　申込書は市ホームページまたは秘書課窓口に備え付けて
あります。なお、掲載には審査があります。
掲載料金　　20,950円／月
掲載サイズ　縦70ピクセル×横200ピクセル

・ 秘書課（内線228）

・ 管理課（内線576）

　市内外から多くの方が利用する友部駅・岩間駅でのポス
ター広告は、視覚的に効果的なPRが期待できます。
　市では、事業所や商店街等の振興と市民生活の利便性向
上を図りながら、市の新たな財源を確保する有効な手段と
して、広告の掲載が可能な公共物等に有料広告を掲載して
います。
　申込書・申請書は市ホームページまたは管理課窓口に備
え付けてあります。なお、掲載には審査があります。

５月の納税等
納期限：５月31日（水）

●軽自動車税（全期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納付を
お願いします。

※納付は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は、預金残高の確認を。

子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

茨城県近代美術館 企画展
「猪熊弦一郎展『いのくまさん』」

市ホームページにバナー広告を
掲載してみませんか

友部駅・岩間駅の自由通路に
ポスター広告が掲載できます

市ホームページ

市ホームページ

■友部駅南北自由通路
規格：縦1,030mm×横728mm（B1サイズ）以内でポスター形式
掲載料（1枠あたり）

■あいろーど（岩間駅東西自由通路）
規格：縦1,030mm×横728mm（B1サイズ）以内でポスター形式
掲載料（1枠あたり）

掲載期間 １日 １か月 ６か月 12か月

掲載料 420円 11,000円 59,400円 105,600円

掲載期間 １日 １か月 ６か月 12か月

掲載料 210円 5,500円 29,700円 52,800円



「火災保険」　満期が近いお客様へ「火災保険」　満期が近いお客様へ
保険募集代理店　株式会社オールワンエージェント

住所：笠間市住吉1567-39
T EL：0296-71-9050

笠間地区の火災保険料は年々高くなっています。
最近は自然災害による被害も多く、この近辺では強風や落雷の事故が多く起こっています。

満期のタイミングで、他社の補償内容や保険料と比較をしてみませんか？

当店では損害保険会社14社の取扱いの中から、お客様にとっておすすめの
保険会社をご紹介させていただきます。
事故の際も、損害保険の専門の担当者がアドバイスいたしますので、ご安心
いただけます。ぜひお気軽にご相談ください。

11 情報しっとく日和　広報かさま 2023年５月号

介護保険料仮徴収額の「平準化」を行います。
　今年度分の介護保険料特別徴収額（仮徴収）の金額は、介護保険料額決定通知書兼特別徴収（年金天引き）通知書等でお知
らせしていますが、仮徴収額と本徴収額の差が大きくなる方は、仮徴収金額を変更（平準化）します。

○平準化とは？

　徴収額が確定するまでの「仮徴収額」と確定後の「本徴収額」がなるべく均等になるように調整することをいいます。
　平準化を実施した方でも、本徴収額決定後、再度天引き額の調整が行われる場合があります。
　なお、対象者には「介護保険料特別徴収額（仮徴収）変更通知書」を送付します。
〇通知送付予定日：５月31日（水）

●問　高齢福祉課（内線172）　笠間支所保険福祉課（内線72133）　岩間支所保険福祉課（内線73172）

（例：年間保険料額102,600円⇒68,400円の変動があった場合）平準化のイメージ

平準化前

平準化後

徴収月

仮徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月2月

年間保険料

68,400円

前　年　度

年間保険料

102,600円

前々年度

51,300円

本徴収

17,100円

仮徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月

17,100円

本徴収

51,300円

年間保険料

68,400円

今　年　度

同額 同額

※上記の金額はあくまでも一例です。

徴収月

仮徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月2月

年間保険料

68,400円

前　年　度

年間保険料

102,600円

前々年度

51,300円

本徴収

17,100円

仮徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月

34,200円

本徴収

34,200円

年間保険料

引き上げ 引き下げ

68,400円

今　年　度



朝の時間を有効活用！運動不足の解消にも！
初心者大歓迎！60歳以上のスタッフ、
男性・女性関わらず活躍している職場です！

佐藤新聞店

【資格】 18 歳以上・要原付免許・未経験者歓迎 ※学歴・職歴・性別一切不問
【給与】 ５万～15 万（配達エリア・部数によって変動）
【時間】 2：00～6：00 の中で実働２時間程度～　【休み】 シフト制
【応募】  まずはお気軽にお電話下さい。0296-72-0330

毎日同じルートで

マイペースに働けます♪
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●問 ゆかいふれあいセンター：資源循環課（内線130）　　いこいの家「はなさか」：社会福祉課（内線157）
 　 市立病院（TEL.0296-77-0034）　
 　「使用料及び手数料の見直しに関する基本方針」について：総務課（内線206）

くらしの相談

７月１日から、ゆかいふれあいセンター・
いこいの家はなさか・市立病院個室の使用料等が
上がります

少子化・子育て

支援対策のため

子ども料金は
変わりません

　使用料・手数料については、「使用料及び手数料の見直しに関する基本方針」に基づき５年ごとに見直しを行っていますが、
長引く新型コロナウイルス感染症や物価高騰など市民生活への影響がまだ続く見込みであること、平成29年度（前回）、令
和元年度（消費税増税による）と改定が続いていたことから、改定を見送っていました。ですが、次の３つの施設については、
光熱費等の高騰や修繕費の増加等により、今年度見直すこととしました。なお、少子化・子育て支援対策のため、子ども料
金は据え置きます。

施設名 改定前 改定後

ゆかいふれあいセンター

大人 510円 700円

大人月額 3,130円 4,400円

パターゴルフ １人１回200円 １人１回260円

小・中学生 　200円（据え置き）

小・中学生月額 1,250円（据え置き）

※プリペイドカードはこれまでと変わりません。

いこいの家「はなさか」
大人

平日410円 平日500円

休日510円 休日600円

小学生・障がい者   300円（据え置き）

市立病院個室
市内居住者（日額） 3,300円 4,400円

市外居住者（日額） 4,400円 5,500円

特設無料人権相談

６月21日（水）　午前10時～午後３時
問 市民センターいわま

水戸地方法務局
　　（TEL.029-227-9919）

行政書士無料相談会

６月21日（水）　午後１時～４時
問 市役所本所

茨城県行政書士会
　　（TEL.029-305-3731）

行政相談

６月28日（水）　午後２時～４時
問 市民センターいわま

秘書課（内線228）



情報しっとく日和

畳表替え
襖張替え
障子張替え（大）
アミ戸張替え（大）

……4,500円～
……3,200円～
…2,300円　
…2,500円　

◎オーダーカーテンもやってます

（
税
込
）襖

張り替え
襖

張り替え

暖かくなりましたね。
襖を張り替えて

お部屋を明るくしてみては！！

10％OFF10％OFF
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●問　デジタル戦略課（内線217）

第２日曜日

天狗の郷
バザール
de
いわま

６月11日（日）

　　午前９時～午後３時

問 地域交流センターいわま「あたご」

根本（TEL.090-3009-7883）

６月25日（日）　午前９時～午後１時

問 地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

柏崎（TEL.090-1880-6317）

友部駅前フリーマーケット
第４日曜日

　市ではＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の
取り組みとして、200種類以上の手続きをオンラインで申
請できるよう整備をするなど、全国的にも先駆的なデジタ
ル対応を進めてきました。
　この度、更にＤＸを加速させるための新サービス「笠間
市地理情報システム」を令和５年５月10日から開始しまし
た。
　これまで、建物を建てる場合などは規制や管きょなど埋
設物を確認するという事前の調査のために、市の保有する
各種台帳の閲覧に複数の窓口へお越しいただく必要があり
ました。

　デジタル行政地図サービスが始まりました
　新たに構築したシステム上では、どなたでも自宅やオフ
ィスから都市計画用途区域図、道路台帳、水道台帳や下水
道台帳の行政地図等を閲覧できるため、来庁するための移
動時間の削減や脱炭素のための印刷物の削減（ペーパーレ
ス）にも繋がるものです。
　市では、デジタル化の計画である「笠間市第２次デジタ
ル・トランスフォーメーション推進計画」に基づき、少子
高齢化が進展し生産年齢人口が減少していく中でも、行政
サービスを維持・継続できるよう今後もＤＸの取り組みを
加速していきます。

笠間市地理情報システムを使うには「市ホームページのトップペー
ジ>デジタル支所>笠間市地理情報システム」、または右の二次元コ
ードからアクセスできます。

【笠間市地理情報システムでできること】
①建物用途の制限の状況がわかる

②隣接する市道の幅員がわかる

③水道や下水道の管が埋設されているかわかる

④埋蔵文化財等がある地域がわかる

⑤過去のまちの状況が航空写真でわかる

市役所に行かな
くても、

地番から調べ物
ができるので

とても便利！

※地理情報システム画面（イメージ）



創業98年 トータルリフォーム

ふるさと納税返礼品提供しています

嶋 田 畳 店
嶋　田　和　也

ふすま・障子・クロス・カーテン・網戸・ハウスクリーニング

全国畳産業振興会認定 
畳ドクター

〒309-1724　
茨城県笠間市大古山72 TEL 0296-77-3091

畳制作一級畳技能士
職 業 訓 練 指 導 員
品 質 管 理 責 任 者
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　【７月１日から】
笠間市医療福祉費支給制度（マル福）が変わります

①マル福受給者全区分の所得制限を撤廃します
　マル福は、茨城県と笠間市が共同で実施している制度です。県のマル福には所得制限があり、所得要件を超えた方はマル
福を受給できませんでしたが、マル福の受給対象となる方に広く等しい経済的負担の軽減を図るため、かつ、子育て世代を
支援するため、令和５年７月1日から全区分の所得制限を市独自で撤廃します。

②自己負担金および入院時食事療養費の助成事業を終了します
　市では独自に、医療機関に支払った外来自己負担金（１日600円）・入院自己負担金（１日300円）および入院時食事療養費
を助成してきましたが、令和５年６月30日受診分をもちまして助成を終了します。
　なお、これまでどおり、自己負担金以上の医療費請求はありません（調剤の自己負担金はありません。また、重度心身障
害者の区分の方は、外来・入院時の自己負担金もありません）。
　令和５年６月30日までに受診した外来自己負担金が600円未満だった方および入院時食事療養費を支払った方は、令和５
年７月以降も申請を受け付けますので、領収書を持参のうえ下記まで早めの申請をお願いします。
※同じ月に同じ医療機関で１回でも600円を支払った場合や３回以上受診した場合は申請不要です。

【手続きのご案内】
・過去にマル福を申請し、所得制限により受給停止となっ

ている方
　⇒手続き不要（６月下旬に受給者証を送付します）
・下表の受給対象者に該当し、今までマル福の申請をして

いない方
⇒手続き必要（必要書類を持参し、窓口で申請してくだ
さい）※後日案内します。

※現在受給中の方は、手続き不要です。
※健康保険証や指定金融機関に変更がある場合は、変更届

の提出が必要です。
※茨城県制度の該当・非該当を判定する必要があるため、

所得確認は継続します。所得未申告の方や転入された方
の場合、確認書類の提出が必要です。

区　分 受給対象者 申請に必要なもの

小児・生徒
０歳から18歳まで

（18歳到達後最初の年度末まで）

・健康保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるもの

妊　産　婦 母子健康手帳を交付された妊産婦

・母子健康手帳
・健康保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるもの

ひとり親家庭 母子家庭の母子・父子家庭の父子

・戸籍謄本
・健康保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるもの

重度心身障害者

身体障害者手帳１・２級に該当する者
・障害の程度を証するもの
　（身体障害者手帳、療育手帳、特別児童扶養手当証書、
　　障害年金証書、精神障害者保健福祉手帳等）
・健康保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるもの

身体障害者手帳３級の内部障害に該当する者
療育手帳Ⓐ判定を受けた者
療育手帳Ａ判定を受けた者
特別児童扶養手当１級対象者
障害年金１級対象者
精神障害者保健福祉手帳１級に該当する者

●問・●申　本所保険年金課（内線143）　笠間支所保険福祉課（内線72123）　岩間支所保険福祉課（内線73181）



情報しっとく日和

この枠に広告を掲載してみませんか？

【問い合わせ】笠間市役所 秘書課 TEL.0296-77-1101

市民に的を絞った効果的な
周知が期待できます

小サイズ（45㎜× 85㎜）10,470円／月
大サイズ（45㎜×170㎜）20,950円／月

掲載料金 27,000部発行　広報かさま

詳細はこちら▶

※消費税10％の場合の料金です。

□住所 /笠間市鯉淵 6528-75□営業時間 /AM9:00 ～ PM5:45□定休日 : 水曜日

土地情報多数あります。

友部店

☎ 0296-71-2177

住まいに関する事
お気軽に

ご相談ください。
【予約制】
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エコフロンティアかさま監視委員会 

・期間中に埋立処理した廃棄物は、39,765ｔ
となっている。
・放流水については、すべての項目で放流基
準値を下回っていた。
・場内４か所のモニタリング井戸で総鉄・総
マンガンが水道水質基準値を超過していた
が、過去と比較して大きな変動はなかった
（飲用には供していない）。

・　資源循環課（内線128）問 申

最終処分場

今月の委員会開催について　※書面開催の場合有

・期間中に溶融処理した廃棄物は、
4,691ｔとなっている。
・溶融処理施設からの排ガスは、日
平均値および時間最大値ともに、
すべての項目で自主管理基準値を
下回っていた。なお、自主管理基
準値は法定基準値よりも大幅に低
い値に設定していて、法定基準値
をすべて下回っている。

溶融処理施設

実施日：３月30日

令和４年１２月から令和５年２月における施設モニタリング、排ガスの維持管理および浸出水の放流について、事業団より説明を受けた。

日　時：5月25日（木）午後2時～
場　所：エコフロンティアかさま管理棟２階
　　　　多目的会議室（笠間市福田165-１）
傍聴申込期限：5月25日（木）午前9時まで　

内　容：⑴前回会議録確認
　　　　⑵監視活動・意見交換等
　　　　⑶今後の監視活動計画（案）

　笠間日動美術館では、2017年に文化勲章を受章した
奥
おくたに

谷博
ひろし

さんの記念室を開設しました。
　日動美術館では、奥谷さん作品の「風生」や「阿修羅」な
ど多くの作品を収蔵しています。今回は、1955年作の「二十
歳の自画像」から2021年作の「底力」までが紹介されてい
ますので、さまざまなモチーフに取り組みながら長年にわ
たり日本洋画界を牽引する奥谷さんの画業を、ぜひご覧く
ださい。

問 笠間日動美術館（笠間市笠間978-４）
　  ※奥谷博記念室は日本館（旧パレット館）の５階です。　

午前９時30分～午後５時（最終入館は午後４時30分）
　  ※毎週月曜日は休館

笠間日動美術館　TEL.0296-72-2160

笠間日動美術館に画家 奥谷さんの記念室が開設
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［９ｇの重さとは］

ニンニク ミニトマト 割りばし
Ａ４サイズの
コピー用紙

20リットル程度の
レジ袋

約１片 約１個 約３人分 約２枚 約１枚

○生ごみ減量化容器（電動）補助内容
　・購入金額の２分の１以内（1,000円未満切り捨て）

　・20,000円を上限（１世帯あたり１基を限度）

 ※屋内に設置でき、電動で乾燥させることにより生ごみを約７分の１まで

　少なくすることができます。

○生ごみ処理容器（コンポスト・ＥＭぼかし容器）補助内容
　・購入金額の２分の１以内（1,000円未満切り捨て）

　 ・１基あたり3,000円を上限（１世帯あたり２基を限度）

　　※電気を使わずに、微生物の力で生ごみを分解します。

詳しくは資源循環課まで

お問い合わせください。

生ごみ処理容器購入費の補助を活用し、生ごみを減らしませんか。

年　度
令和３年度
（実績）

令和９年度
（目標）

家庭系ごみ※

１人１日当たり排出量
（g ／人日）

681.29 626.59

ごみの減量化・資源化に
ご協力ください

家庭系ごみの１人１日当たり排出量を令和９年度までに
54.7ｇ減らす目標とします

ごみを減らす目標に向けてご協力をお願いします

１人１日当たり約９ｇのごみを減らすには？

　目標達成には、令和９年度までに毎年１人１日当たり
約９ｇのごみを減らす必要があります。

①水切り
　家庭から排出される生ごみの約80％は水分と言われて
います。水気を切ることで、ごみを焼却する際の二酸化
炭素の排出を抑えるだけでなく、悪臭やコバエの発生を
防ぐことにもつながります。
②食品ロス
　買い物時に「買いすぎない」、料理を作る際「作りすぎ
ない」、外食時に「注文しすぎない」、そして「食べきる」
ことで、食品ロスを防ぐことができます。
③分別
　適正に分別すれば、ごみの中には資源物として出せる
ものが多く含まれます。

※家庭系ごみのうち、資源物を除いたごみの量

　（可燃、不燃、粗大ごみの量）

食材などは
「買いすぎない」「作りすぎない」
「注文しすぎない」「食べきる」

ことで減らせます。

マイ箸を
使用することで
減らせます。

マイバッグを
利用することで
減らせます。

資源物３の
雑誌等と一緒に

出せます。

※令和４年度に「笠間市一般廃棄物処理基本計画」の見直しを行いました。

このコーナーでは、市の環境に関する取り組みや、
くらしに役立つ情報を紹介します。
◦S

サステナ

ustaina には、「持続可能な〜」という意味があります。

●問  資源循環課（内線129）



６か月以上３年以内の期間で民間の企業から派遣され、地方圏への
人の流れを創出することを目指して、地域独自の魅力や価値向上、地
域経済の活性化、安全安心につながる業務に従事します。

地域活性化地域活性化
起業人とは起業人とは

お友達と協力

玉入れ

スポーツシティかさま
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①風船バレーボール
　１人で風船を落とさず何回できるかを競ったり、チームに
分かれて風船を落とさないように競う遊びを行いました。空
間把握能力、動体視力、敏

びんしょう
捷性、協応性を育む遊びです。

　個人でもチームでも、夢中になって遊んでいました。

②新聞紙遊び
　新聞紙の雪だるまを作ってスポーツ雪合戦を行いました。
ルールは、相手の陣地にたくさん雪だるまを入れたチームが
勝ち。子どもたちは夢中になって投げて遊んでいました。握
力、上半身と下半身の連動能力、体力を育む遊びです。

③ライン鬼ごっこ
　床のラインのうえで行う鬼ごっこを行いました。限られた
空間の中で行うため、テンポよく鬼が代わり楽しく遊んでい
ました。
　ルールは子どもたちで決め、やっていく中でルールを追加
したり外したりしていました。体力だけではなく、子どもた
ちのコミュニケーション能力を育む遊びです。

　“特定のことができるようになる”というゴールは設けず、子どもたちが主体性をもって楽しく運動遊びを行う
ことを目的として実施しました。「運動が苦手だけど大丈夫だろうか」と心配していた保護者の皆さんも「こんな
に楽しそうにカラダを動かせるんだ」と嬉しそうに見ていただいたのが印象的でした。
　今回ご参加いただいた皆さんのご意見や、子どもの状況などを踏まえ、今後の開催に生かしていきます。これ
からも広報かさまで活動報告をしていきますので、よろしくお願いします。

地域活性化起業人　清
しみず

水　拓
たくや

也さん

　皆さんこんにちは！地域活性化起業人の清水と申します。
　令和５年１月～３月に実施しました『スポーツ学童』の取り組み
についてご紹介します。このスポーツ学童では、プレイリーダーと
いう資格を保有するスタッフが、子どもがいきいき遊ぶことのでき
る環境を作り、興味関心を引き出しながら、運動遊びを通じて心身
の発達を促していきます。実際に子どもたちが夢中になって遊んだ
内容を抜粋してご紹介します。

●問　一般社団法人 笠間スポーツコミッション（笠間市笠間2255-3） TEL.080-6464-1424　メール info@kasama-sc.jp



図書館
書籍・CD・DVD

かさま TEL.0296-72-5046
ツイッター @kasama_klib

ともべ TEL.0296-78-1200
ツイッター @tomobe_klib

いわま TEL.0299-45-2082
ツイッター @iwama_klib

学校で配布された
　「としょかん１年生パックひきかえ券」

としょかん１年生パック

18広報かさま 2023年５月号　図書館

笠間図書館

きくひめ

@kasama_klib

友部図書館

さくら

@tomobe_klib

岩間図書館

くりぼう

 @iwama_klib

各館の行事予定

いわま

かさま

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時〜）
　６月08日（木）
　＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時〜）
　◇おはなしのとびら
　　６月10日（土）〈めだかクラブ〉
　　６月24日（土）〈めだかクラブ〉　

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
　６月02日（金）、６月16日（金）
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
　６月04日（日）〈ハッピー〉
　６月11日（日）〈箱田エプロン・ママーズ〉
　６月18日（日）〈たんぽぽ〉
　６月25日 (日）〈語り部の会〉

ともべ ◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
　６月01日（木）、６月15日（木）　
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
　６月04日（日）〈すみれのWA!〉
◆ギャラリー
　◇６月13日（火）～６月25日（日）
　　「水彩画展示」楽描きの会
　◇６月27日（火）～７月09日（日）
　　「絵画、盆栽、写真、書、工芸品等作品展」
　　笠間警友会

★新小学1年生のみなさんへ
　「としょかん1年生パック」を
　プレゼントしています

　笠間市立図書館では、市内に在住または在学の小学１
年生を対象にした「としょかん１年生事業」を行ってい
ます。
　この事業は新小学１年生が自分で図書館サービスカー
ドを作り、本を借りることを体験して、本への興味や世
界を広げてほしいという願いから始まったものです。
　入学式で配布された図書館からの「としょかん１年生
パックひきかえ券」をお持ちいただいた方には、図書館
の利用に役立つ「としょかん１年生パック」をお渡しし
ています。
　ぜひ、お子さんと一緒にお近くの図書館までお越しく
ださい（保護者の方だけではお渡しできません）。

５月の
休館日

毎週月曜（１日・８日・15日・22日・29日）全館
25日（木）笠間・岩間、31日（水）友部

６月の
休館日

毎週月曜（５日・12日・19日・26日）全館
28日（水）友部、29日（木）笠間・岩間

★笠間市立図書館公式Twitter
　笠間市立図書館では、公式Twitterで情報発信をして
います。新着図書や話題の本などの情報を日々つぶやい
ていますので、ぜひフォローしてください！
〈主にこんなことをつぶやいています〉
〇新着資料　　　　　〇おすすめの本・作品
〇予約ランキング　　〇メディア化情報
〇特集コーナー　　　〇開館・休館
〇おはなし会やイベント、ギャラリー
〇市のイベント
〇各館キャラクターのつぶやき　など



Face to Face
笠間市に観光に訪れた外国人と
お顔を拝見してお話をしてみました
笠間市に観光に訪れた外国人と
お顔を拝見してお話をしてみました

笠間市に観光に訪れた外国人に登場してもらい、訪れたところ、
笠間市の地域の人との交流、ランチやカフェで食べた笠間の
おすすめ料理、お土産のこと、将来行ってみたい観光地などを
語ってもらいます。
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I　
マ
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友
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タ
ナ
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ラ
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ん
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で
す
。

車
に
乗
せ
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ま
し
た
。

I　
車
で
笠
間
の
観
光
が
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来
て
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っ
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で
す
ね
。

F　
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さ
ん
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２

月
３
日
に「
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分
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」と
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が
あ
る
と
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い
て
、

笠
間
稲
荷
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ま
し
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、
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事
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た
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行
く
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と
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で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

I　
「
節
分
祭
」と
は
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を
ま
い
て
厄
を
払
う
祭
り
で
す
。

日
本
の
伝
統
行
事
で
、
神
社
だ
け
で
な
く
各
家
庭
で
も
家

族
の
幸
せ
を
願
っ
て
豆
を
ま
き
ま
す
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F　
面
白
そ
う
で
す
ね
。
ス
リ
ラ
ン
カ
に
も
厄
を
払
う
た

め
に
水
を
か
け
た
り
す
る
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

伝
統
行
事
は
他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

I　

３
月
に「
ひ
な
ま
つ
り
」
が
あ
り
ま
す
。
人
形
を
飾

っ
て
、
女
の
子
の
厄
を
払
う
行
事
で
す
。

F　
３
月
３
日
ま
で
ギ
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ー
ロ
ー
ド
に
陶
雛
が
飾
っ

て
あ
る
と
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ま
し
た
が
、
車
が
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て
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に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
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今
日
J
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
来
た
の
は
、
女
性
陶
芸
家
の
作

品
と
日
本
の
竹
を
使
っ
た
伝
統
工
芸
の
作
品
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
和
風
雑
貨
も
買
う
こ
と
が
で
き
る
と
国
際
交
流

協
会
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
聞
い
た
た
め
で
す
。
こ
の
後
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
も
行
く
予
定
で
す
が
、
今
日
は
J
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
中
で
国
際
交
流
の
お
茶
の
先
生
に
抹
茶
を
ご
馳

走
に
な
り
ま
し
た
。

I　
ス
リ
ラ
ン
カ
も
茶
葉
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
ね
。
日
本

人
も
ス
リ
ラ
ン
カ
の
紅
茶
が
大
好
き
で
す
。

F　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
は
日
本
の
伝
統
行
事

に
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
笠
間
を
観
光
し
て
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
が
、笠
間
は
芸
術
的
な
ま
ち
で
、

幸
せ
に
暮
ら
せ
そ
う
で
す
。
今
は
夫
と
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
笠
間
で
主
人
と
一
緒
に
住
も
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

I　
笠
間
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
お
友
達
も
住
ん
で
い
る
よ

う
で
す
ね
。

F　
は
い
、
笠
間
に
は
私
の
従い
と
こ妹

も
い
ま
す
。
み
ん
な
ス

リ
ラ
ン
カ
の
大
学
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ

で
は
大
学
を
卒
業
し
て
も
国
内
に
就
職
で
き
る
割
合
は
30

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
す
。

I　
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。

F　
で
も
、
大
学
の
学
費
は
国
が
出
し
て
く
れ
る
の
で
、

学
生
時
代
は
金
銭
面
で
は
苦
労
し
ま
せ
ん
。

I　
そ
れ
で
、
卒
業
し
て
か
ら
日
本
に
就
職
し
て
住
む
人

が
多
い
の
で
す
ね
。

F　
は
い
、
ア
テ
ィ
ニ
さ
ん
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
住
ん
で
い

た
と
き
は
銀
行
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
は
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
笠
間
に
住
ん
で
い
る
私
の
従
妹
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
に
い
た
と
き
は
映
画
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
笠
間
で
自
動
車
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
業
界
は
違
っ
て
も
、
ど
ち
ら
も
I
T
関
連
の
企
業

で
す
。

I　
ス
リ
ラ
ン
カ
も
イ
ン
ド
と
同
じ
く
I
T
の
技
術
者
が

多
い
の
で
す
ね
。
で
は
、
笠
間
の
観
光
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マヘシ デモポラさん

出身地：スリランカ
現住所または宿泊地：笠間市
観光したところ：竹工房、Ｊギャラリー

●問  一般社団法人 笠間市国際交流協会　木
き

村
む ら

　美
み

枝
え

子
こ

　TEL.090-2761-8711

笠間市へ観光に訪れた外国人 Ｉは国際交流協会の聞き手　
Ｆは外国人の声です。
では、さっそく始めましょう。

マヘシさん（写真左端）

春風萬里荘の庭園にて



HOT　 PEOPLE
最近のまちの話題をお届けします

20広報かさま 2023年５月号　かさまの栗



HOT　 PEOPLE
最近のまちの話題をお届けします

（左から）坪井コーチ、野
のがみ

上煌
こうた

太さん（６年）、浅
あさい 

井颯
そうま

海さん（５年）、

　　　　 小
こいけ

池蓮
れん

さん（５年）、小沼教育長、浅
あさい

井凛
りん

さん（４年）、

　　　　 野
のがみ

上恵
けいすけ

佑さん（４年）、塚原団長

岩間中学校の皆さん

（左から）川﨑さん、大月さん

宍戸小学校の皆さん

※受賞者の学年は令和４年度当時のものです。

受賞を報告する栗原さん

21 HOT PEOPLE　広報かさま 2023年５月号

救急・消火活動に貢献した
児童生徒に市長から感謝状教育長に優勝報告

健康づくりの推進で
県知事賞受賞

全日本ジュニアクラシック
コンクールで審査員賞を受賞

救急活動に協力した岩間中学校の２年生７名、消火活動に
協力した宍戸小学校の６年生３名に、市長から感謝状が贈ら
れました。

山口市長は「皆さんの勇気ある行動は素晴らしいです。こ
れからも社会の中で、または学校生活の中で困っている人を
助ける気持ちを持って歩んでいただきたいと思います。皆さ
んに改めて感謝します」と話しました。

昨年12月25日に開催されたミニラグビー日立カップで優
勝した水戸市ラグビー少年団に通う友部第二小学校の５人
が、教育長の元を訪れました。

水戸市ラグビー少年団は、日立カップの高学年の部、中学
年の部でダブル優勝を果たし、中学年はなんと５連覇。

優勝おめでとうございます。

令和４年度県民健康づくり表彰式が茨城県庁で行われ、
大
おおつき

月裕
ひろこ

子さん（箱田）、川
かわさき

﨑史
ふみこ

子さん（下郷）が茨城県知事賞
を受賞しました。

大月さんと川﨑さんは、笠間市ヘルスリーダーとして、園
児や小学生親子・高校生に向けた食育教室や地域における生
活習慣病予防教室等において、食育紙芝居や調理体験を取り
入れた、より実践的な活動を長年にわたり実施し、市民の食
生活改善に取り組まれてきました。お二人とも笠間市ヘルス
リーダーの会会長を歴任、会の発展に貢献されるなど多くの
活動が評価され、この度の受賞となりました。

受賞おめでとうございます。

日本ウェルネス高等学校
吹奏楽部の栗

くりはら

原理
りおな

桜菜さん
が、「第43回全日本ジュニ
アクラシック音楽コンクー
ル」の金管楽器部門（トロ
ンボーン）高校生の部で審
査員賞を受賞したことを市
長に報告しました。

初出場、そして１年生で
の受賞という快挙を成し遂
げました。おめでとうござ
います。

１/26・２/13２/９

２/15

２/９



こんな出来事ありました

コンデキ

（左から）山口市長、（株）安達工業所 安
あだち

達次
つぎお

雄代表取締役、

　　　　　（株）常陽銀行友部支店 大
おおとも

友光
みつひろ

広支店長

ムラサキパークかさまで施設や開催イベントについて説明

イギリスのミドルポートを訪れた皆さん

（左から）牛渡プロ、一人おいて、髙橋プロ

1歳

はじめてのお誕生日について

●問 秘書課（内線229）

こちらのコーナーでは１歳のお誕生日を迎えたお子さんの写真を保護者の皆さんから
ご提供いただき掲載しています。
写真の提供方法は、毎月保健センターで行う一歳児相談の案内通知や右の二次元コード
からご確認いただくか、市ホームページで「はじめてのお誕生日」と検索してください。

齊藤　光織くん
さいとう　　　　みおり

あやの　　　　　　　　　　ひなた　　　　　　　　　 しょうた

３月生まれ

母：綾乃さん　兄：陽向くん　父：翔太さん

吉井　千慧くん
よしい　　　　 ちさと

つよし　　　　　　　　　　　まりえ

３月生まれ

父：剛司さん　母：真里絵さん

渡辺　晴陽くん
わたなべ　　　　 はるひ

あやの
３月生まれ

母：文乃さん

岡安　結愛ちゃん
おかやす　　　　 ゆあ

しょうた　　　　　　　　　　みう
３月生まれ

父：将太さん　母：美羽さん

富田　楓士くん

とみた　　 　　ふうと

しゅうじ　　　　　　　　　 はるか

３月生まれ

父：修司さん　母：悠香さん

大熊　祐毅くん
おおくま　　　　ゆうき

つよし

３月生まれ

父：毅さん

健やかに
育ってね☆

すくすく元気に
育ってね！

一歳おめでとう！
大好きだよ♡

笑顔で健やかに
育ってね！

晴ちゃんの笑顔が
大好きだよ♡

これからも元気に
大きくなってね♡

22広報かさま 2023年５月号　コンデキ

カーボンニュートラルの
推進に向けて寄附を
いただきました

スポーツ庁参事官（地域振興担当）をはじめとするスポー
ツ庁職員の皆さんが市へ視察に訪れました。

笠間市が「スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰」を
2021年、2022年の２年連続で受賞していることが評価され、
アーバンスポーツや、プロスポーツとの連携を積極的に行う
先進地として実際の取組内容などをご覧いただきました。

市は「スポーツシティかさま」を掲げ、これからも更なる
スポーツ振興を進めていきます。

笠間焼作家９人を含む13人で焼き物の産地でもある英国
を訪問しました。この訪問は、笠間焼協同組合が令和２年度
に国の採択を受け推進してきた「JAPANブランド事業」の集
大成として、事業に協力いただいた方々への感謝と、これか
らの協力体制を盤石にすることを目的としたもので、現地で
対面でのコミュニケーションを行ってきました。また、英国
のアーティストとの技術交流や異文化に触れることで生まれ
る感性と技術・文化の融合により、笠間焼の新たな価値の創
造を図る貴重な時間となりました。

市内で建設業を営む株式会社安達工業所の寄贈サービス付
私募債「社会貢献応援債」の発行を通じて、私募債発行の受
託先である株式会社常陽銀行と連名で20万円の寄附をいた
だきました。

安達工業所の安達代表取締役は「弊社は今年で設立55周年
を迎えます。少しでも地域のカーボンニュートラル推進につ
ながれば幸いです」と話していました。

いただいた寄附はカーボンニュートラル推進のPR等に活
用させていただきます。

ご厚意に感謝します。

男子ゴルフの髙
たかはし

橋竜
たつひこ

彦プロがゴルフ伝道活動として、奥さ
まの牛

うしわた

渡葉
はづき

月プロとともに友部小学校を訪れました。
午前中は４年生向けにスナッグゴルフの実技講習会や代表

児童とのガチンコ対決。そのまま４年生と給食の時間も一緒
に過ごしていただきました。

午後からは「夢を持とう」と題した講話の時間。
髙橋プロは「スランプを抜け出すには、目標を持って、と

にかく自分を信じて続けること。何よりも“楽しい”ことが一
番大切。自分が楽しいと感じるものをぜひ見つけてください」
など、子どもたちにやさしく語りかけてくれました。

スポーツ庁がスポーツ振興
先進地として市内を視察

笠間焼作家が英国訪問

プロから学ぶ

２/７

２/13〜17

２/27

２/９



1歳

はじめてのお誕生日について

●問 秘書課（内線229）

こちらのコーナーでは１歳のお誕生日を迎えたお子さんの写真を保護者の皆さんから
ご提供いただき掲載しています。
写真の提供方法は、毎月保健センターで行う一歳児相談の案内通知や右の二次元コード
からご確認いただくか、市ホームページで「はじめてのお誕生日」と検索してください。

齊藤　光織くん
さいとう　　　　みおり

あやの　　　　　　　　　　ひなた　　　　　　　　　 しょうた

３月生まれ

母：綾乃さん　兄：陽向くん　父：翔太さん

吉井　千慧くん
よしい　　　　 ちさと

つよし　　　　　　　　　　　まりえ

３月生まれ

父：剛司さん　母：真里絵さん

渡辺　晴陽くん
わたなべ　　　　 はるひ

あやの
３月生まれ

母：文乃さん

岡安　結愛ちゃん
おかやす　　　　 ゆあ

しょうた　　　　　　　　　　みう
３月生まれ

父：将太さん　母：美羽さん

富田　楓士くん

とみた　　 　　ふうと

しゅうじ　　　　　　　　　 はるか

３月生まれ

父：修司さん　母：悠香さん

大熊　祐毅くん
おおくま　　　　ゆうき

つよし

３月生まれ

父：毅さん

健やかに
育ってね☆

すくすく元気に
育ってね！

一歳おめでとう！
大好きだよ♡

笑顔で健やかに
育ってね！

晴ちゃんの笑顔が
大好きだよ♡

これからも元気に
大きくなってね♡

23 はじめてのお誕生日　広報かさま 2023年５月号
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページでは、行政・災害などの
　さまざまな情報をお届けしています。
　https://www.city.kasama.lg.jp/

人口と世帯数

広報かさまがスマート
フォンで読めます

マチイロ

ebooks

令
和
５
年
5
月
号

常住人口４.１現在
（　）内は前月比較

●人　口：71,667人（－  82人）
　　　男：35,143人（－  31人）
　　　女：36,524人（－  51人）

●世帯数：29,611世帯（＋104世帯）
●３月の出生数：22人
●３月の死亡数：79人

令和５年５月11日発行

されました

危機管理課（内線134）問




